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（注意事項）

� 計算過程等の途中経過は省略し，最終的な結果のみを掲載する．

� 図については，要点のみを記載する．

� ここに掲載するのは解答の一例であり，別解がある場合がある．
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(1) a = 1

(2) v1, . . . , v5 から線形独立な 3個を選べばよい．独立な線形関係は 2 個ある．独立な
2 個の線形関係の選び方は無数にある．

(3) 例えば， 
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
を選べる．基底の選び方は無数にある．
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(1) 0,−1,−3

(2) 例えば P =

 1 0 −2
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1 1 1

 とおくと，P−1AP =

 0 0 0

0 −1 0

0 0 −3

 である．
行列 P の選び方は無数にある．

(3) k = 2,
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f の停留点は (x, y) = (0, 0), (−1,−3) である．(0, 0) は f の鞍点である．
(x, y) = (−1,−3) のとき f は極小であり，極小値は −e−2である．
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(1) アルキメデスの螺旋と半径が 2π の円の間の領域．（図は省略）
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(3) 2π − arctan(2π)
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(1) ck =
f (k)(0)
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(1) r(x) = ex

(2) C を任意定数として，x2

2
+ yex + (y − 1)ey = C


